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第２１号

『生徒一人一人が東中学校を良くしていこうと意見を言い合う会』
金曜日の３時間目に行われた生徒総会の時の、執行部の人の言葉です。『生徒総会』は、前期

と後期に１回ずつ全校生徒が体育館に集まって行、執行部や委員会の活動計画・生徒会予算案

などについて話し合う会です。その中で、最後に『東中をよりよくするための意見交換』をす

る場がありました。みんなはどんな思いで、３年生の発言を聞いていましたか。生徒会にはた

くさんの活動があります。行事だけでも、フェスティバル（文化祭・体育祭・合唱祭）と３年

生を送る会の２大行事をはじめ、あいさつ運動・プルトップ運動・学校力アンケートなど、年

間を通してたくさんあります。また、行事以外にも日々の学校生活の中で、

生徒会が中心となって活動する機会はたくさんあります。それらは執行部

や各委員会が中心となって活動していきますが、あくまでも主役は生徒一

人一人です。一人一人がどういった姿勢で各行事や話し合いに参加するか

が大切になってきます。これから３年間、一東中生として積極的な姿勢で

生徒会活動に参加し、東中学校をさらによりよい学校にしていきましょう。

【「自分の心」で判断する力を！】
あなたはこの記事を読んで、どんなことを感じま

したか。『禁止だからやめよう。』という判断も時に

は必要です。しかし、生きていく中で本当に大切な

こと・必要とされていることは、「自分で判断するこ
と』です。

みんなと過ごす中で、時として「これはダメな

の？」「どうして○○○はダメなの？」という言葉を
耳にします。素朴な疑問かもしれませんが、少し自

分で「どうしてダメなのか？」と考えていましょう。

東中学校の校則は『自分で考えること』を基本とし

て、必要最低限のことしか定め
ていません。中学生としてどん

なことが必要なのか、求められ

ているのか、『禁止』という言葉

ではなく、『自分の心』で判断で
きる人間になっていきましょう。
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